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19．HIDAおよびPhytateによる肝機能分離状態

　　の観察
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　目的：各種肝胆道疾患の肝細胞および網内系細

胞機能の状態を核医学的に観察する．

　方法：HIDAおよびフチン酸を用いた同一症例

の肝Scintigraphyを比較し，　Hepatogramから算

出された肝摂取率を比較検討した．

　結果：正常例および胆嚢結石症例は，肝細胞，

網内細胞機能共正常値を示し，急性肝炎では網内

系機能は正常，肝細胞機能の低下が見られ，胆道

癌による閉寒性黄疸でも同様の結果が得られた．

　肝硬変症例は，大部分が網内系細胞，肝細胞機

能共低下を示していたが，網内系細胞機能のみ低

下を見る例や，肝細胞機能のみ低下している例も

あり，一様でない．これは肝硬変症の型によるも

のと考えられた．胆管結石の症例は，いずれの機

能も低下していた．Imageの上では，正常機能群

では同様の臨床応用価値を認めたが，黄疸の強い

例では，HIDAによるImageが得られず，形態

学的診断のみを目的とした場合は，描出限界の高

いフチン酸を用いた方が有利であつた．

　結論：肝細胞と網内系細胞とは独立した機能状

態を示すものであり，疾患によりそのパターンが

存在することが知られた．すなわち，急性の肝障

害では，肝細胞の機能低下が強く，網内系細胞機

能は此較的保たれているが，慢性化に伴い両機能

共低下が見られる．

　フチン酸およびHIDAによる二つのScintigra－

phyの解折は，肝胆道疾患の鑑別に有効であり，
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　種々の程度の腎機能低下症例57例について

99mTc－DTPAを用いて腎シンチフオトを施行し腎

不全例における核医学的診断の限界および有用性

について検討した．

　腎イメージは腎の描出の状態，backgroundや

肝へのとりこみ状態より3つのgradeを定め，各

gradeと血清クレアチニン値，　BUN　24時間クレ

アチニンクリアランスと対比検討した．その結果

BUN血清クレアチニン値と腎イメージングは急

性腎不全例を除き相関する傾向が見られ，特に血

清クレアチニン値とは良好な相関が見られた．臨

床的に有用なイメージの得られる限界としては血

清クレアチニン値でほぼ5mg／d1以下であり，

2．4mg／d1以下ならさらに正確な情報が得られる

傾向が見られた．一方急性腎不全例では血液化学

的dataとは相関関係はなく，むしろ尿量や循環動

態を含めた個々の状態に関係が深く，腎イメー一ジ

の描出度はその予後とふかくかかわりがある傾向

が見られた．

　99mTc－DTPAはGFRに関連する物質であり，

dynamic　studyとして利用することにより腎不全

症例の鑑別診断上有用であると思われる．また機

能障害が中等度～高度の例ではRPFに関連する

物質よりむしろ描出が良くなる傾向が見られた．

病態の把握，病状の程度を判定することができる．
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